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と
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構
造

・
人
口
構
造

の
変
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十
津
川
村
風
屋
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一
七
三
八
-
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八
五
九

山

本

準

身分の変化と家族構造 ・人口構造の変動

1

基
礎
資
料
と
村
の
概
要

本
稿
で
は
大
和
国
吉
野
郡
十
津
川
郷
風
屋
村

の

宗
門
改
帳
を
基
礎
資
料
と
し
て
、
近
世
の
村

の
人

口
と
家
族

の
特
徴
を
分
析
す
る
こ
と
に
あ

る
。
た

だ
し
こ
の
風
屋
村
は
、
江
戸
時
代

の
他

の
村
と
は

異
な
る
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
村
の
人
々
は

天
明
六
年

(
一
七
八
六
)
を
境
と
し
て
農
民

か
ら

郷
士

へ
と
身
分
が
大
き
く
変
化
し
た
。

こ
の
身
分

上
の
変
化

に
よ

っ
て
風
屋
村
の
全
戸
が
郷
士
と
し

て
姓
を
称
す

る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
天
明
六

年
以
降

の
宗
門
改
帳
に
も
姓
が
記
載
さ
れ

る
よ
う

に
な
る
。

つ
ま
り
風
屋
村

の
宗
門
改
帳
を
用
い
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
農
民

で
あ

っ
た
期
間

(
一
七
三

八
年
か
ら

一
七
八
五
年
ま
で
)
の
四

八
年
間
と
、

郷
士
と
な

っ
た
期
間

二

七
八
六
年
か
ら

一
八
五

九
年
ま
で
)
の
七
四
年
間
と

い
う
、
二

つ
の
異
な

る
身
分

の
期
間
を
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
従

っ
て
本
稿

で
は
主

に
、
農
民
か
ら
郷
士

へ
と
い
う

身
分
変
化
が
家
族

の
構
造
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を

与
え
た
の
か
、
ま
た
出
生

・
死
亡

・
婚
姻

・
離
婚

な
ど

の
人
口
現
象
に
何

か
変
化
が
み
ら
れ
る
の
か

を
検
討
す
る
。

こ
こ
で
用
い
る
基
礎
資
料
は
、
大
和
国
吉
野
郡

十
津
川
郷
風
屋
村

(現
、
奈
良
県
吉
野
郡
十
津
川
村

風
屋
)
の
宗
門
改
帳

で
あ

る
。
風
屋
村

の
宗
門
改

帳

は
ほ
ぼ
す

べ
て

「宗
旨
御
改
帳
」
あ
る

い
は

「宗
門
御
改
帳
」
と
題
さ
れ
て
い
る
帳
簿

で
あ
る
。

こ

の
地
区

の
宗
門
改
帳

は
元
文

三
年

(
一
七
三

八
)
か
ら
安
政
六
年

(
一
八
五
九
)
ま
で
の

=

一

二
年
間

に

一
〇
九
冊
が
残
存
し
て
お
り
、
ま
た
慶

応
元
年

(
一
八
六
五
)
か
ら
明
治
四
年

(
一
八
七

一
)
ま
で
の
七
年
間

に
は
五
冊
の
人
別
改
帳
が
残

っ
て
い
る
。
風

屋
村
の
宗
門
改
帳
と
人
別
改
帳
と

比
べ
て
み
る
と
、
そ
の
記
載
様
式

・
記
載
内
容

に

は
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。
全
体
を
み
る
と
、
元
文

三
年

(
一
七
三
八
)
か
ら
明
治
四
年

(
一
八
七

一
)

ま
で
の

一
三
四
年
間
で

=

四
冊
の
宗
門
改
帳

・

人
別
改
帳
が
残

っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
全
期
間

で
み
れ
ぽ
資
料

の
残
存
率
は
八
五

・
一
%
と
な
る
。

元
文
三
年

(
一
七
三
八
)
か
ら
安
政
六
年

(
一
八

五
九
)
ま
で
の
期
間
で
み
る
と
資
料
残
存
率
は
九
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○
%
と
な
る
。
特

に
天
明
二
年

(
一
七
八
二
)
か

ら
安
政
三
年

(
一
八
五
六
)
ま
で
の
七
五
年
間
で

(
1

)

は
毎
年

の
宗
門
改
帳
が
残

っ
て
い
る
。

周
知

の
よ
う
に
宗
門
改
帳
は
江
戸
時
代

の
村
ご

と
の
戸
籍
あ

る
い
は
住
民
台
帳
と
で
も
言
う
べ
き

図1人 口 ・戸数 の推移

も
の
で
あ
る
。
こ
の
帳
簿
に
は
当
該
年
度
に
そ
の

村
に
居
住
す
る
人
々
を
世
帯
ご
と
に
ま
と
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
名
前

・
年
齢

・
筆
頭
者
と
の
続
柄
な
ど

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
宗
門
改
帳

の
記

載
様
式
は
地
域
差
も
か
な
り
あ
る
。
ま
た
現
代

の

戸
籍

に
該
当
す
る
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
本
籍
地
主
義

で
記
載
さ
れ
た
村
も
あ
れ
ぽ
、
現
代
の
住
民
台
帳

の
よ
う
に
そ

の
年
度

に
そ
の
村

に
居
住
す
る
人
だ

け
を
記
載
す
る
い
わ
ゆ
る
現
住
地
主
義
で
宗
門
改

帳
を
記
載
す
る
村
も
あ
る
。
さ
ら
に
個
々
の
村
人

の
移
動
を
詳
細

に
記
し
て
い
る
宗
門
帳
も
あ
れ
ぽ
、

当
該
年
度

の
移
動

の
み
を
簡
単

に
記
す
だ
け
の
場

合
も
あ
る
。
し
か
し
、
個
々
の
人
物
の
名
前

・
年

齢

・
続
柄
な
ど
が
世
帯
単
位

に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
と
い
う
宗
門
改
帳
記
載

の
基
本
構
造

に
は
大
き

な
差
異
が
な
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

風
屋
村

の
宗
門
改
帳

の
記
載
方
法
を
み
る
と
、

嫁
や
奉
公
で
村
を
出
た
も
の
は
、
そ
の
翌
年
度

の

宗
門
改
帳

の
本
人
が
所
属
し
て
い
た
世
帯
の
末
尾

に

「誰
、
先
御
改
後
、
何
処
村
誰
方

へ
縁
付
参
り

(奉
公
仕
り
)
候
」
と
添
え
書
き
さ
れ
、
記
載

か

ら
消
え
る
。
そ
し
て
奉
公
か
ら
戻

っ
た
り
、
離
縁

し
て
実
家

に
戻

っ
た
り
し
な

い
限
り
、
二
度
と
宗

門
改
帳

に
記
載
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
風
屋
村

の

宗
門
改
帳
は
明
ら
か
に
現
住
地
主
義
で
作
成
さ
れ

て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
宗
門
改
帳
を

も
と
に
、
ま
ず
全
期
間
の
人
口
の
概
要
を
述

べ
、

次

い
で
農
民
で
あ
・っ
た
時
期
と
郷
士
と
な

っ
て
か

ら
の
時
期

の
、
二

つ
の
時
期
を
比
較
検
討
す
る
。

2

村
の
人
口
構
造

1

人
口
と
世
帯

風
屋
村

の
人
口
は

一
七
三
八
年
に
は

一
六
九
人

で
あ

っ
た
。
そ
の
後
、
お
よ
そ

一
二
〇
年
後
の

一

八
五
九
年
に
は
総
人
口
二
〇
九
人
と
な

っ
た
。
増

減
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
全
体
的
に
み
る
と
、
人

口
数
は
や
や
右
肩
上
が
り
の
緩
や
か
な
直
線
と
な

る
。
(図
1
)

風
屋
村

の
人
口
は
当
初

の

一
六
九
人
か
ら
五
〇

年
後

の
一
七
八
六
年

の
二
〇
八
人
ま
で
、
ほ
ぼ
直

線
的
に
増
加

し
て
い
る
。
そ
の
後
、
二
〇
年
間
は

や
や
減
少
し
な
が
ら
、

一
八
〇
七
年

か
ら
再
び
増

加
し
始

め
、

一
八
二
二

・
一
八
二
一二
年
の
二
二
七

人
と
い
う
頂
点
を
迎
え
る
。
三
〇
年
後

の
一
八
三
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身分の変化と家族構造・人口構造の変動

九
年
に
は
二
〇
〇
人
を
割
り
込
み

一
九
四
人
と
な

っ
た
。
そ
し
て

一
八
五
八
年
ま
で
の
二
〇
年
間

に

は
再
び
増
加
し
て
い
っ
た
。

風
屋
村
全
体
と
し
て

一
七
三
八
年
か
ら

一
八
五

九
年

の
間

の
一
二
二
年
間
を
み
れ
ぽ
、
人

口
の
急

激
な
増
加
や
急
激
な
減
少
は
み
ら
れ
な
い
。
藩
政

時
代

の
三
大
飢
饉
と
い
わ
れ
る
、
享
保

・
天
明

・

天
保

の
大
飢
饉

の
う
ち
、
風
屋
村
の
観
察

期
間
に

起
こ

っ
た
も

の
は
天
明
大
飢
饉
と
天
保
大
飢
饉
で

あ

る
。
天
明
三
年

(
一
七
八
三
)
の
浅
間

山
大
噴

火
に
続
く
冷
害
な
ど
で
数
年
間

に
わ
た
り
全
国
的

な
飢
饉
と
な

っ
た
。

こ
の
間

の
風
屋
村

の
人
口
を

み
る
と
着
実
に
人

口
は
増
加
し
、
天
明
五
年

二

七
八
五
)
に
は
初
め
て
総
人
口
が

二
〇
〇
人
を
超

、又
て
い
る
。
ま
た
天
保
四
年

(
一
八
三
三
)
か
ら

天
保

一
〇
年

(
一
八
三
九
)
に
わ
た
る
天
保
大
飢

饉
の
時

の
風
屋
村

の
人
口
を
み
る
と
、

一
▲

壬
二

年

の
一
=

八
人
か
ら

一
八
三
九
年

の

一
九

四
人

へ

と
減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
人
口
減
少
は
、

一
八
二
三
年

の
二
二
七
人
を
頂
点
と
し
て

一
八
三

九
年
の

一
九
四
人
ま
で
の
よ
り
長
期
的
な
減
少
傾

向

の

一
部
と
み
ら
れ
る
。
紀
伊
半
島
中
央
部
の
山

村
で
あ

る
風
屋
村
で
は
、
平
地
農
村

の
よ
う

に
飢

饉

の
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
風
屋
村
で
は
奉
公
に
出
る
も
の
も
ほ
と
ん

ど
な

い
。
ま
た
奉
公
で
村
に
転
入
し
て
く
る
も

の

も
い
な

い
。
風
屋
村

の
人
口
は
、
嫁
や
婿
な
ど

の

婚
姻
に
よ
る
出
入
り
、
養
子
養
女
な
ど
の
出
入
り
、

こ
れ
ら

の
社
会
移
動
と
出
生

・
死
亡
と
い
う
自
然

増
減
が
中
心
と
な

っ
て
の
人
口
変
動
で
あ
る
。
こ

の
た
め
人
口
は
大
き
く
か
つ
急
激
な
変
化

に
見
舞

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
穏
や
か
で
安
定
し
た
状
態
で

あ

っ
た
と

い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

男
女
別
に
人

口
を
み
る
と
、
当
初
女
性
人
口
の

方
が
多
か
っ
た
も
の
が
、

一
七
四
三
年
に
は
男
性

人
口
が
女
性
人

口
を
上
回
る
。
そ
し
て

一
八

一
七

年
ま
で
の
七
五
年
間
は
、
男
性
人
口
は
常
に
女
性

人
口
よ
り
も
多

い
。
女
性
人
口
が
男
性
人
口
よ
り

も
多
く
な

っ
た
の
は

一
七
三
八
年
～

一
七
四
二
年

間

の
五
年
間
と
、

一
八

一
八
年
～

一
八
二
七
年
間

の

一
〇
年
間
、

一
八
四
九
年
～

一
九
五
〇
年
間

の

二
年
間
、
合
計

一
九
年
間
だ
け
で
あ
る
。
観
察
期

間
の

一
七
三
八
年
か
ら

一
八
五
九
年
ま
で
の

一
二

二
年
間

の
う
ち

一
九
年
間
、
全
期
間
の

一
五

・
六

パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
い
。
ほ
ぼ
経
常
的
に
男
性

人
口
が
女
性
人
口
を
上
回

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
よ
う
。

風
屋
村

の
世
帯
数
を
み
る
と
、
観
察
年
度
初
年

の

一
七
三
八
年
に
は
四
三
世
帯
あ

っ
た
。
そ

の
後

一
七
八
五
年
ま
で
は
数
年
毎
に

一
～
二
世
帯

の
消

滅

・
増
加
を
繰
り
返
し
て
い
た
が
、

一
七
八
六
年

か
ら

一
八

二

年
ま
で
は
世
帯
数

の
変
動
は
な
く

四
〇
世
帯

に
固
定
し
て
い
た
。
観
察
初
期
の
頃
に

み
ら
れ
た
毎
年

の
よ
う
な
世
帯
の
消
滅

・
増
加
は

少
な
く
な
り
、

一
七
八
六
年
以
降
の
世
帯
数
は
大

き
く
変
動
す
る
こ
と
な
く
安
定
す
る
よ
う
に
な
る
。

観
察
初
期

の
頃
の
世
帯
数

の
変
動
が
大
き
か
っ

た
と
は
い
え
、
全
期
間
を
通
し
て
み
る
と
世
帯
数

は
大
き
く
変
化
し
て
い
な
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

風
屋
村
の
世
帯
数

の
最
も
少
な
か
っ
た
年
度
は

一

七
七
九
年
～

一
七
八

一
年

の
三
八
世
帯
で
あ
り
、

最
も
多
く
な

っ
た
の
は
四
三
世
帯

で
あ
る
。
そ
の

差
は
わ
ず

か
五
世
帯

で
あ
る
。
ま
た

一
年
間

に
減

少
し
た
世
帯
数

の
最
高
値
は
二
世
帯

で
あ
り
、
こ

れ
は

一
七
三
九
年
と

一
七
四
三
年

の
二
年
度
し
か
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な
い
。
ま
た

一
年
間
に
増
加
し
た
最
高

の
世
帯
数

は
二
世
帯

で
あ
り
、
こ
れ
も

一
七
六
〇
年

と

一
八

四
五
年

の
二
年
度
し
か
な
い
の
で
あ

る
。
観
察
期

間

一
二
二
年
間
の
う
ち
最
大
変
動
幅
が
五
世
帯
、

単
年
度

の
最
大
変
動
幅
が
二
世
帯

で
あ
る
。
風
屋

村
の
総
人
口
の
変
動
が
安
定
し
て
い
た
よ
う
に
、

図2出 生率の推移(5か 年移動平均)

世
帯
数

で
み
て
も
こ
の
村
は
非
常

に
安
定
し
た
状

態
で
あ

っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

一
世
帯
当
た
り
の
人
員
数
を
み
る
と
観
察
全
期

間

の
平
均

は
、

一
世
帯
当
た
り
四

・
八
五
人
で
あ

る
。
速
水

に
よ
る
信
州
諏
訪
地
方
人
口
学
的
分
析

で
は
、

一
六
七

一
年

か
ら

一
八
七
〇
年
ま
で
の
期

死亡率の推移(5か 年移動平均)図3

間

の

一
世
帯
当
た
り
の
人
員
数
は
五

・

(2
)

あ

る

。

一
九
人
で

跚

2

出
生
と
死
亡

風
屋
村
の
全
期
間
の
出
生
率
の
推
移
を
示
し
た

(
3
)

も
の
が
図
2
で
あ
る
。
人
口
規
模

の
小
さ
な
村
な

の
で
各
年
度

の
出
生
率
は
激
し
く
変
動
す
る
。
そ

こ
で
五
か
年
移
動
平
均
を
と

っ
て
図

に
し
て
み
た
。

こ
の
図
2
を
み
る
と
四
つ
の
大
き
な
山
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
ず

一
七
六
八
年
前
後

に
出
生
率

が
高
ま
る
時
期
が
あ
り
、
続
い
て

一
七
八
八
年
前

後
、

一
八

一
八
年
前
後
、

一
八
四
八
年
前
後
と
出

生
率
が
上
昇
す
る
時
期
が
あ
る
。

こ
の
出
生
率
が

高
ま
る
四

つ
の
時
期

の
間
隔
は
お
よ
そ
三
〇
年

で

あ
る
。

こ
れ
は
風
屋
村
の
年
齢
別
人
口
構
造

の
偏

り
が
生

み
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
時
期
に

出
生
数

の
増
加
が
あ
り
、
彼
ら
が
成
長
し
て
婚
姻

年
齢

に
達
す
る
と
、
再
び
出
生
率

は
上
昇
す
る
こ

(4
)

と
と
な
る
。

死
亡
率
に
つ
い
て
も
出
生
率
と
同
様

に
、
五
か

年
移
動
平
均
を
用
い
て
計
算
し
た
。
図
3
を
み
て

も
わ
か
る
よ
う
に
、
五
か
年
移
動
平
均
を
と

っ
て



み
て
も
大
き
く
変
動
し
て
い
る
。
死
亡
率
が
高
ま

る
い
く

つ
か
の
山
は
み
ら
れ
る
が
、
出

生
率
ほ
ど

の
規
則
的
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
よ
う

で
あ
る
。

風
屋
村
の
観
察
期
間
全
期
間
の
出
生
率

の
平
均

は
二
五

・
四

一
パ
ー
ミ
ル
で
あ
る
。
速
水

は
信
州

諏
訪
藩
領
内
の
宗
門
改
帳
を
分
析
し
た
結
果
を
も

と
に
近
世
の
死
亡
率
は
お
よ
そ
二
五
パ
ー
ミ
ル
と

(
5

)

い
う
。
風
屋
村
も
ほ
ぼ
同
じ
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
ま

た
死
亡
率
に

つ
い
て
は
観
察
全
期
間

の
平
均
は

一

八

・
○
○
パ
ー
ミ
ル
と
な

っ
た
。
速
水
は
近
世

の

(
6
)

死
亡
率
は
お
よ
そ
二
〇
パ
!
ミ
ル
前
後
と
い
う
。

死
亡
率

に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
じ
レ
ベ
ル
で
あ
る
。

出
生
率
を
み
て
も
死
亡
率
を
み
て
も
、
風
屋
村

は
近
世

一
般
の
村

の
死
亡
率

・
出
生
率
と
大
き
く

異
な
る
よ
う
な
と
こ
ろ
は
な
く
、

一
般
的
水
準
で

あ

っ
た
と
み
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

図5終 了理由別の婚姻継続期間

3

婚
姻
と
離
婚

風
屋
村
の
観
察
期
間

一
二
二
年
間
に

(
7
)

婚
姻
は
二
〇
七
件
あ

っ
た
。
全
期
間
を

通
算
し
た
婚
姻
率
は

=
二
・
三

一
パ
ー

、・・
ル
で
あ
る
。
男
性

の
平
均
初
婚
年
齢

は
二
五

・
○
八
歳
、
女
性

の
平
均
初
婚

(
8

)

年
齢
は

一
九

・
〇
六
歳
と
な

っ
た
。
図

4
に
示
し
た
よ
う
に
、
男
性

の

一
般
的

な
結
婚
時
期
は
二
〇
歳
頃
か
ら
三
〇
歳

頃
ま
で
と
そ
の
幅
が
広
い
。
こ
れ
に
対

し
て
女
性
の
ほ
う
は
、

一
五
歳
頃

か
ら

二
四
歳
頃
ま
で
が
適
齢
期
と
み
ら
れ
る
。

女
性

の
初
婚
年
齢

の
幅
は
男
性
に
比

べ

て
み
て
も
大
差
が
な

い
。

婚
姻

の
継
続
期
間
を
み
た
も
の
が
図
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5
で
あ
る
。
婚
姻
が
五
年
以
下
で
終
了
し

て
い
る

も
の
の
過
半
数
は
離
婚

に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
離

婚
で
婚
姻
関
係
が
終
了
す
る
場
合
、
特
に
婚
姻

一

年
以
下
が
多
く
、
次

い
で
二
年
以
下
と
な

る
。
離

婚
に
よ
る
婚
姻
終
了
を
除
き
、
配
偶
者

の
死
亡
に

よ
る
婚
姻
終
了
だ
け
を
み
る
と
、
五
年
間
隔

の
い

ず
れ
の
階
級
で
も
同
じ
よ
う
な
数
値
と
な

る
。
近

世
に
お
い
て
は
年
齢
に
関
わ
り
な
く
配
偶

者
の
死

は
い
つ
訪
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況

で
あ

っ
た
。

3

身
分
の
変
化
と
人
口

・
家
族

1

農
民
か
ら
郷
士

へ

ま
ず
風
屋
村
を
含
む
十
津
川
郷
の
人
々
が
何
故

に
郷
士
と
し
て
取
り
た
て
ら
れ
た
の
か
、

ま
た
そ

れ
が
天
明
六
年

(
一
七
八
六
)
で
あ

っ
た

の
は
何

故
か
を
述
べ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
現
在

の
と
こ
ろ
、

こ
の
経
緯
を
直
接
に

語

る
文
書
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か

し
間
接
的

に
は
そ
れ
を
推
測
し
う
る
資
料

は
存
在

す
る
。
特

に
、
十
津
川
郷
が
特
別

の
由
緒

を
誇
る

地
域
で
あ
る
こ
と
を
記
し
た
文
書
は
多
数
存
在
す

る
。
風
屋
村
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
文
書

に
そ

の
十
津
川
郷
の
由
緒
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

「乍
恐
格
式
書
奉
差
上
候
」

十
津
川
郷
高
千
石

従
往
古
無
年
貢
地

ニ
テ

反
畝
之
訳
無
御
座
候

(以
下
省
略
)

寛
政
七
年

卯
ノ
六
月
日

和
州
吉
野
郡
十
津
川
郷

上
組
総
代

谷
瀬
村

浪
都
田

近
右
衛
門

下
組
総
代

山
崎
村

楠
森
伝

蔵

十
津
川
郷

の
石
高
は
千
石

で
は
あ
る
が
、
昔
か

ら
年
貢
の
課
せ
ら
れ
て
い
な
い
土
地
で
あ
り
、
そ

の
た
め
反
畝

の
内
訳
な
ど
は
な
い
と
い
う
。

元
禄
十
二
年

(
一
六
九
九
)
に
、
十
津
川
郷
に

初
め
て
山
手
銀
と
い
う
税

(銀
百
枚
)
が
か
け
ら

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
十
津
川
郷
は
こ
の
課
税
を

免
除
す
る
よ
う
何
度
も
陳
情
し
て
い
る
。
十
津
川

郷
を
管
轄
す
る
代
官
自
身
が
、
前
任
の
代
官

の
時

に
十
津
川
郷
に
か
け
ら
れ
た
新
規
の
山
手
銀
に
つ

い
て
、
宝
永
七
年

(
一
七

一
〇
)
に
そ
の
免
除

の

可
否
を
勘
定
所

に
窺

い
出
た
文
書

の
写
し
が
あ
る
。

「和
州
吉
野
郡
十
津
川
郷
山
手
銀
御
赦
免
窺
書
」

私
支
配
所

大
和
国
吉
野
郡
十
津
川
郷
五
十
九

ケ
村

高
千
石
之
所

従
往
古
無
年
貢
地
ニ
テ

此
度
大
柴
清
左
衛
門
支
配
之
時

十
二
年
以
前

卯
年
ヨ
リ

新
規

二
山
手
銀
百
枚

上
納
可
仕

旨
被
仰
付

今
以
上
納
仕
候

然
共
十
津
川
郷

之
儀
者

別
段
之
子
細
を
以

御
代
々
御
年
貢

運
上
等
御
免
之
所

ニ
テ
御
座
候
処
二

新
規
山

手
銀
納
候
儀

二
候
間

御
赦
免
被
下
候
様

ニ
ト

段
々
由
緒
書
を
以

私
方
迄
願
出
候

二
付

遂
吟
味
候
処

(略
)

右
之
所
之
者

格
別
之
由
緒
を
以

無
年
貢
地

ニ
テ
被
差
置
候
場
所
之
儀

二
御
座
候
間

百
姓

願
之
通

右
山
手
銀

御
赦
免
被
下
候
様

ニ
ト

奉
改
候

(略
)

可
致
仰
付
候
哉

奉
窺
候

以
上

宝
永
七
年

寅
五
月

辻
弥
五
左

衛
門

御
勘
定
所
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身分の変化と家族構造・人口構造の変動

こ
の
文
書
の
途
中

に
は
、
十
津
川
郷
が
提
出
し

た
由
緒
書

の

一
部
と
思
わ
れ
る
も
の
が
長

々
と
引

用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
書
に
よ
る
と
、
大
坂

の

陣

の
時
に
は
鉄
砲
三
十
挺

・
弓
十
五
張
で
茶
臼
山

に
詰

め
、
高
樋
主
水
を
生
け
捕
り
に
し
て
差
し
出

し
た
。
ま
た
北
山
郷

一
揆

の
際
に
は
、
代

官
小
野

惣
左
衛
門
の
依
頼

に
よ
り
、
人
数
千
余
人

で
北
山

郷
に
攻

め
入
り
、
三
十
六
人
を
生
け
捕
り

に
し
た

と

い
う
。
さ
ら
に
東
大
寺

の
修
復

の
時
に
は
鉄
砲

持
参
で
警
備
役
と
し
て
働
い
た
こ
と
な
ど
、
様
々

な
公
用
を
勤

め
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
が
認

め
ら
れ

た
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
山
手
銀
は
赦
免
さ
れ
る
こ

と
と
な

っ
た
。

近
世
社
会

に
お
い
て
十
津
川
郷
が
特
別

の
地
位

に
あ

っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
た
め
無

年
貢
地
と
い
う
特
別
待
遇
が
与
え
ら
れ
て
き
た
の

で
あ
る
。
実
際

に
、
紀
伊
半
島
中
央
部

の
険
阻
な

山
脈

に
囲
ま
れ
た
十
津
川
郷
は
支
配
す
る
こ
と
が

困
難
な
地
理
的
状
況

に
あ

っ
た
。
ま
た
平
地
が

ほ

と
ん
ど
な
く
、
米
作
が
不
可
能
な
十
津
川
郷
は
、

米
に
よ
る
現
物
収
納
と
い
う
税
制
度
を
基
本
と
し

た
幕
府
か
ら
み
れ
ば
年
貢
を
課
す
だ
け

の
価
値
も

な
い
土
地
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
十

津
川
郷
が
無
年
貢
地
と
い
う
特
別
な
地
位
が
与
え

ら
れ
て
い
た
の
は
、
険
阻
な
山
奥

に
あ
り
、
さ
ら

に
米
が
取
れ
な

い
と
い
う
経
済
地
理
的
な
消
極
的

理
由
だ
け
で
は
な

い
。
由
緒
書
き
に
も
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
大
坂
の
陣
に
は
徳
川
方
に
つ
き
戦
功
を

挙
げ

て
い
る
。
さ
ら
に
幕
府
が
鎮
圧
に
苦
慮
し
た

北
山
郷

一
揆
を
十
津
川
郷
民
が
鎮
圧
し
た
の
で
あ

る
。
十
津
川

の
山
中
に
は
中
世
以
来

の
独
自

の
武

装
勢
力
が
あ

っ
た
。
幕
府
は
無
年
貢
と
い
う
恩
典

を
与
え
、
こ
の
武
装
勢
力
を
積
極
的
に
利
用
し
よ

う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

十
津
川
郷
に
与
え
ら
れ
た
無
年
貢
と
い
う
特
別

の
地
位
と
、
郷
士
と
い
う
身
分
上

の
地
位
の
関
係

は
定
か
で
は
な
い
。
先

の

「和
州
吉
野
郡
十
津
川

郷
山
手
銀
御
赦
免
窺
書
」

に
よ
れ
ば
、
大
坂
の
陣

に
弓

・
鉄
砲
持
参

で
参
戦
し
た
四
十
五
人
衆

に
扶

持
米
七
八
石
余
が
与
え
ら
れ
、
今
も
継
続
し
て
い

る
と
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
四
十
五
人
衆

へ
の
扶
持

米
に
対
す
る
勤
め
と
し
て
、
将
軍

の
上
洛
に
際
し

て
は
槍

の
者

・
鉄
砲

の
者
を
用
意
し
て
二
条
城
北

之
門
の
警
護

に
当
た
っ
て
い
る
と

い
う
。
幕
府
か

ら
の
扶
持
米
は
特
定

の
四
十
五
人
衆

(彼
ら
の
子

孫
)
が
受
け
取

っ
て
い
る
も

の
で
は
な
く
、
十
津

川
郷
と
し
て
受
け
取
り
、
勤
め
も
十
津
川
郷
が
果

た
し
て
い
る
。

つ
ま
り
大
坂

の
陣
に
参
じ
た
四
十

五
人
衆
は
十
津
川
五
九
か
村

の
代
表

で
あ

っ
た
と

思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
扶
持
米
を
支
給
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
十
津
川
郷
の
代
表
者

は
武
士
と
し
て
の
扱

い
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
間

違

い
が
な

い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
十
津
川
郷
民
す

べ
て
が
十
津
川
郷
の
代
表
と
な
る
資
格
を
具
え
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
十
津
川
郷
五
九

か
村

の
そ
れ
ぞ
れ
に
頭
分
た
る
家
が
あ

っ
た
と
思

わ
れ
る
。

江
戸
中
期
に
は
幕
府

の
代
官
が
苗
字
に
つ
い
て

取
り
調
べ
た
こ
と
を
記
し
た
文
書
が
あ
る
。
風
屋

村
の
文
書

で
は
な
い
が
、
十
津
川
郷
五
九
か
村

の

う
ち
の
桑
畑
村

の
文
書
で
あ
り
、
十
津
川
郷
民

の

苗
字

の
公
称

に
つ
い
て
推
測
す
る
手
が
か
り
と
な

る
。「苗

字
之
儀

二
付
取
極
書
」
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当
郷
苗
字
之
儀

去
天
保
三
辰
の
年

青
山
九

八
郎
様
御
支
配
之
砌

先
々
苗
字
御
調
べ
ニ
相

成
天
明
六
午
年
ま
で
之
諸
書
物
取
調

指
上
有

之
候

以
来

ハ
指
止

二
相
成
り

及
混
雑
候
故

郷
評
之
上
別
紙
郷
中

二
取
極
書
致

夫

二
付

天
明
七
ヨ
リ

宗
門
帳
並

二
其
外

村
中
諸
書

物
等

二
有
之
分

ハ

一
旦
相
名
乗
り
候
儀
故

今
般
郷
中
ヨ
リ
壱
組
惣
代
を
以

嘆
訴
仕
候
様

申
決
候

(略
)

天
保
度
取
締
リ
連
綿
之
筋

同
分
家
引

苗
字
等
も
御
願
可
申
上
筈

二

一
同
得
心
之
上

村
中
連
印
書
付

仍
而

如
件

弘
化
三
年

午
三
月
日

桑
畑
村

こ
の
文
書

に
よ
れ
ば
、
天
保

三
年

(
一
八
三

二
)
に
代
官
青
山
九
八
郎
に
よ

っ
て
苗
字

の
取
り

調
べ
が
行
わ
れ
、
そ
の
苗
字
調
べ
に
は
天
明
六
年

(
一
七
八
六
)
ま
で
の
書
類
を
使
う
こ
と

に
な

っ

た
の
で
提
出
し
た
と
い
う
。
苗
字
調
べ
の
基
礎
資

料
と
な
る
天
明
六
年
に
何
が
あ

っ
た
の
か
定
か
で

は
な
い
が
、
苗
字
の
公
称

に
関
わ
る
裁
定
な
ど
が

行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
天
明
六
年
に
い

く
つ
か
の
家
が
苗
字

の
公
称
を
認
め
ら
れ
、
そ
の

他

の
家
は
苗
字
を
勝
手
に
称
す
る
こ
と
を
差
し
止

め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
天
明
六
年
以
後
も
苗
字
が
勝
手
に
使
わ

れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
た
め
天
保
三
年
、

代
官
青
山
九
八
郎

に
よ

っ
て
天
明
六
年
ま
で
の
書

類
を
利
用
し
、
苗
字
調
べ
が
実
施
さ
れ
る
に
至

っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
後
も

「
及
混
雑

候
故
」
、
苗
字

の
公
称
が
混
乱
し
て
き

た
の
で
、

「
郷
評
之
上
別
紙
郷
中

二
取
極
書
致
」
、
十
津
川
郷

の
評
議
会

で
取
り
決
め
を
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
の
取
り
決
め
の
内
容

は

「天
明
七

ヨ
リ

宗
門

帳
並

二
其
外

村
中
諸
書
物
等

二
有
之
分

ハ

一

旦
相
名
乗
り
候
」
と
な
る
。

こ
の
文
章
を
み
て
も

天
明
六
年

に
名
字
の
公
称

の
認
可
が
あ

っ
た
も

の

と
考
え
ら
れ
る
。
実
際

に
風
屋
村

で
は
天
明
六
年

か
ら
宗
門
改
帳
に
姓
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

十
津
川
郷
を
管
轄
す
る
代
官
所
の
青
山
九
八
郎

が
ど
の
よ
う
な
理
由
で
十
津
川
郷
の
苗
字
を
調
べ

る
こ
と
と
な

っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
十
津
川

郷
民
の
う
ち
、
十
津
川
四
十
五
人
衆
な
ど
江
戸
初

期
か
ら
代
々
苗
字
を
公
称
で
き
る
家
柄
が
あ

っ
た
。

文
面
か
ら

の
推
測

で
あ
る
が
、
そ
れ
が
時
代
と
と

も
に
混
乱
し
、

一
般

の
人
々
ま
で
苗
字
を
公
称
す

る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
苗
字
を

称
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
武
士
と
公
家
だ
け
で

あ
る
。

一
般
民
が
勝
手
に
苗
字
を
称
す
る
こ
と
は
、

幕
府

の
身
分
制
を
根
幹
か
ら
揺

る
が
す
こ
と
に
な

り
、
幕
府
権
力

に
と

っ
て
は
看
過
で
き
な
い
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
苗
字
調
べ
を
行
う
こ
と

に

な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
由
緒
確
実
な
も

の
は
苗
字

の
公
称
が
認

め
ら
れ
、
そ
れ
以
外

の
も

の
は
苗
字
を
称
す
る
こ
と
が
差
し
止
め
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
後

に
も
苗
字
を
称
す
る

こ
と
で
混
乱
が
あ
り
、
こ
の
た
め
十
津
川
郷
の
評

議
会
が
開
か
れ
、
天
明
七
年

よ
り
宗
門
帳
な
ど
に

苗
字
を
記
し
て
い
る
分
は
そ

の
ま
ま
名
乗
り
、
そ

れ
以
外
は
苗
字
を
名
乗

る
こ
と
が

で
き
な
い
と
い

う
決
定
が
な
さ
れ
た
。

桑
畑
村
の

「苗
字
之
儀

二
付
取
極
書
」
の
文
末

に
あ
る
三
〇
人
の
署
名
を
み
れ
ぽ
、
姓
が
記
さ
れ

て
い
る
の
は

一
一
人
だ
け
で
あ
る
。
こ
の

一
一
人

の
家
が
天
保
三
年

(
一
▲

三

一)
の
調
査

で
苗
字

の
公
称
が
認
め
ら
れ
、
他

の
家
は
苗
字
を
称
す
る
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こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
桑
畑
村

で
は
こ
の
処
置

に
対
す
る
不
満
や
不
平
が

徐
々
に

噴
出
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の

た
め
弘
化
三
年

(
一
八
四
六
)
に

「苗
字

之
儀

二

付
取
極
書
」
を
作
成
し
、
過
去
の
経
緯
を
確
認
す

表1基 本的人口指標の身分別比較

農(1738～1785) 士(1786～1858) P値

出生率(%) 26.25 24.85 0.5367

死亡率(%。) 16.73 18.87 0.3917

自然増加率(%。) 9.50 5.98 0.2741

社会増加率(%) 一4
.74 一4 .78 0.9615

性比 109.15 106.44 0.1385

表2婚 姻関係指標の身分別比較

る
こ
と
に
な

っ
た
も

の
で
あ

ろ
う
。
さ
ら
に
、

「天
保
度
取
締
リ
連
綿
之
筋
、
同
分
家
引
苗
字
」
、

天
保

の
取
り
締
ま
り
か
ら
連
続
す
る
家
や
、
分
家

な
ど
も
苗
字

の
公
称
を
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
嘆

願
す
る
の
で
、
「
一
同
得
心
」
す

る
よ
う
に
記
さ

農(1738～1785) 士(1786～1858) P値

婚姻率(%。) 15.46 12.25 0.1699

離婚率(%。) 2.07 0.66 0.0027

女性初婚年齢(歳) 17.91 19.75 0.0063**

男性初婚年齢(歳) 24.75 25.26 0.5014

女性有配偶率(%) 42.19 43.89 0.0102*

男性有配偶率(%) 38.90 41.43 0.0002**

(*は5%水 準で有意、**は1%水 準で有意)

れ
て
い
る
。

十
津
川
五
九
か
村

の
う
ち
、
天
保
三
年

に
苗
字
公
称
が
許
さ
れ
た
家
数
は
、
村
に

よ

っ
て
違

っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
風
屋
村

で
は
、
天
明
六
年

の
宗
門
改
帳

か
ら
全
戸

に
姓
が
記
さ
れ
て
お
り
、
桑
畑
村

の
よ
う

な
苗
字
公
称
の
可
否
に
よ
る
村
内

の
内
紛

な
ど
は
発
生
し
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

2

身
分
の
変
化
と
人
ロ
現
象

先

に
述
べ
た
よ
う
に
風
屋
村
は
天
明
五

年

(
一
七
八
五
)
ま
で
は
農
民
で
あ

っ
た
。

初
期
の
宗
門
改
帳

の
末
尾

に
は
総
〆
と
し

て
、
「家
数

四
十
三
軒

百
姓
」
と
記

さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
天
明
六
年
か
ら
は
、
姓

の
公
称

(武
士
の
地
位
)
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
元
文
三
年

(
一
七
三
八
)
か
ら
安
政
六
年

(
一
八
五
九
)
ま
で
の
観
察
期
間
中
、

一
七
三
八

年
か
ら

一
七
八
五
年
ま
で
の
四
八
年
間
は
農
民
で

あ
り
、

一
七
八
六
年

か
ら

一
八
五
九
年
ま
で
の
七

四
年
間
は
郷
士
で
あ
る
。
こ
の
身
分
の
異
な
る
二

つ
の
時
期
を
様
々
な
指
標
を
用

い
て
比
較
検
討
す

る
。
(表
1
)

出
生
率
を
農
民
で
あ

っ
た
時
期
と
武
士
と
な

っ

た
時
期
を
比
較
し
て
み
る
と
、
農
民
の
時
期
は
二

六

.
二
五
パ
ー
、・・
ル
、
武
士

の
時
期

は
二
四

・
八

五
パ
ー
、ミ
ル
と
な

っ
た
。
武
士

の
時
期
の
出
生
率

の
ほ
う
が
若
干
低
い
よ
う
で
は
あ
る
が
、
平
均
値

の
差

の
検
定
を
し
て
み
る
と
、
P
値
が
○

・
五
三

六
七
と
な
り
、
有
意
な
差
は
み
ら
れ
な

い
。
出
生

率
の
減
少
と
は
逆
に
、
死
亡
率
は
農
民
で
あ

っ
た

時
期
よ
り
武
士
の
時
期

の
ほ
う
が
高
く
な

っ
て
い

る
。
し
か
し
こ
れ
も
P
値
は
〇

ニ
ニ
九

一
七
で
あ

り
有
意
な
差
は
な
い
。

自
然
増
加
率
を
み
る
と
、
農
民
の
時
期

の
九

・

五
〇
か
ら
、
武
士

の
時
期
の
五

・
九
八

へ
と
大
き

く
減
少
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
こ
れ

も
検
定
の
結
果

で
は
有
意
差
は
な
い
。
風
屋
村
の
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社
会
増
加
率
は
常

に
マ
イ
ナ
ス
で
あ
り
、
全
期
間

を
通
し
て
差

は
な

い
。
多
く
の
労
働
力
を
必
要
と

す
る
よ
う
な
産
業
も
な
い
山
深

い
村

に
、
転
入
し

て
く
る
人
は
少
な
い
。
風
屋
村

へ
の
転
入
者

は
婚

姻

に
よ
る
転
入

(嫁
入
り
と
婿
入
り
)、
養
子
、
離

縁

に
よ
っ
て
村
に
戻

っ
て
く
る
も

の
に
限
ら
れ
る
。

こ
れ
以
外

の
転
入
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
な

い
。
転

出
者
は
婚
姻
に
よ
る
転
出
と
、
養
子
が
主

な
転
出

理
由

で
あ
る
。
こ
の
村
か
ら
奉
公
に
出
る
も
の
は

ほ
と
ん
ど

い
な
い
。
武
士

に
な

っ
て
以
降

は
当
然

奉
公
に
は
出
な
い
が
、
農
民
で
あ

っ
た
時
期
に
も

奉
公
に
出
た
も

の
は
初
期
に
二
～
三
人
い
た
だ
け

で
あ
る
。

婚
姻
と
離
婚

に
関
わ
る
各
種
の
指
標
を
比
較
し

て
み
る
と
表
2
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
村

で
は
観
察
全
期
間
を
通
し
て
結
婚
が
二

〇
七
件
あ
り
、
二
〇
七
組

の
夫
婦
が
誕
生

し
た
。

農
民
で
あ

っ
た
期
間

の
四
八
年
間
に
八
三
件

(年

平
均

一
・
七
三
件
)、
武
士
と
な

っ
て
以
後

は
七
四

年
間

に

一
二
四
件

(年
平
均

一
・
七
〇
件
)
の
婚

姻
が
あ

っ
た
。
年
平
均
の
婚
姻
件
数
だ
け

で
は
ほ

と
ん
ど
差
は
な
い
が
、
村

の
人
口
は
増
加

し
て
お

り
、
当
然
婚
姻
可
能

の
人
口
も
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
年
平
均
件
数
だ
け
を
比
較
し
て
も
実
態

は
明
確

で
は
な
い
。

こ
の
た
め
人
口
千
人
に
対
す

る
婚
姻
件
数
、
婚
姻
率
で
み
る
と
農
民
で
あ

っ
た

時
期
の

一
五

・
四
六
パ
ー
ミ
ル
か
ら
武
士
と
な

っ

た
時
期

の

一
二

・
二
五
パ
ー
ミ
ル
へ
と
低
下
し
て

い
る
。
し
か
し
、
検
定
し
て
み
る
と
統
計
的

に
有

意
な
差
は
で
な
い
。

離
婚
に
つ
い
て
み
る
と
、
農
民
で
あ

っ
た
時
期

に
は

一
九
件

(年
平
均
○

・
四
〇
件
)、
武
士
と
な

っ
て
以
降

は

一
〇
件

(年
平
均
○

・
一
四
件
)
と

大
幅

に
低
下
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
離
婚

に
つ

い
て
も
婚
姻
と
同
様
に
人
口
千
人
に
対
す
る
離
婚

件
数
、
離
婚
率

で
み
る
と
、
農
民
で
あ

っ
た
時
期

の
離
婚
率
は
二

・
〇
七
パ
ー
ミ
ル
、
武
士

の
時
期

に
な
る
と
○

・
六
六
パ
ー
ミ
ル
で
あ
る
。
農
民
の

時
期

に
比
べ
武
士
と
な

っ
て
以
降
の
離
婚
率

は
極

端

に
低
下
し
て
お
り
、
検
定

の
結
果
、

一
%
水
準

で
有
意
と
な

っ
た
。
実
際
、
農
民

で
あ

っ
た
時
期

に
結
婚
し
た
八
三
組

の
夫
婦

の
う
ち

一
九
組
、
約

二
三
%
が
離
婚

に
よ
っ
て
夫
婦
関
係
を
終
了
し
て

い
る
。
四
組

に

一
組

の
夫
婦
は
離
婚
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
農
民
の
時
期

の
離
婚
率
は
か
な
り
高

い

も

の
で
あ

っ
た
が
、
武
士
に
な

っ
て
か
ら
は

一
二

四
組

の
夫
婦

の
う
ち
離
婚
に
よ

っ
て
婚
姻
関
係
を

終
了
し
た
の
は

一
〇
組
だ
け
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど

離
婚
し
な
く
な

っ
た
と
い
、兄
る
。

男
性

の
初
婚
年
齢
を
み
る
と
農
民
の
時
期
は
二

四

・
七
五
歳
、
武
士
の
時
期
が
二
五

・
二
六
歳

で

あ
る
。
男
性
初
婚
年
齢
は
若
干
上
昇
し
て
い
る
が
、

有
意
な
差
で
は
な
い
。
女
性
初
婚
年
齢
を
み
る
と
、

農
民

の
時
期
が

一
七

・
九

一
歳
、
武
士
の
時
期
が

一
九

・
七
五
歳
と
な

っ
た
。
女
性
の
初
婚
年
齢

は

ほ
ぼ
二
歳
も
上
昇
し
た
の
で
あ
る
。
検
定
結
果
で

も

一
%
水
準

で
有
意
で
あ
り
、
明
ら
か
に
女
性

の

初
婚
年
齢
は
上
昇
し
た
と
い
え
る
。

3

身
分
の
変
化
と
家
族

身
分

の
変
化
が
世
帯

の
構
造
に
何
ら
か
の
変
化

を
も
た
ら
し
た
か
を
み
た
も

の
が
表
3
で
あ
る
。

世
帯
当
た
り
の
人
員
数
を
比
較
し
て
み
る
と
農

民

で
あ

っ
た
時
期

は

一
世
帯
当
た
り
四

・
五
〇
人
、

武
士
と
な

っ
た
後
に
は

一
世
帯
当
た
り
五

.
○
八

人
と
な

っ
た
。

一
世
帯
当
た
り
○

・
五
人

の
増
加
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で
あ
る
。
検
定
結
果
で
も
、
武
士
と
な

っ
た
後
に

は
明
ら
か
に
世
帯
規
模
は
拡
大
し
て
い
る
の
が
わ

か
る
。
速
水
に
よ
る
諏
訪
地
方
で
の
研
究

で
は
、

一
七
〇
〇
年
代
頃
に
は
地
域
に
よ
り
世
帯
規
模
に

差
が
あ

っ
た
も
の
が
、
幕
末

に
近
づ
く

に
つ
れ
世

表3世 帯の構造の身分別比較

農(1738～1785) 士(1786～1858) P値

世帯当人員数(人) 4.50 5.08 <0.0001**

世帯当夫婦数(組) 0.94 1.09 <0.0001

夫婦当子供数(人) 3.63 3.15 0.2402

帯
規
模
は
縮
小
し
、

一
世
帯
当

た
り
四

・
五
人
前

(
9

)

後

に
収
斂
し
て
く
る
と
い
う
。
風
屋
村

の
場
合
、

郷
士
と
し
て
の
地
位
を
得
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
村

内

の
家
数
が
固
定
化
さ
れ
る
方
向

に
あ

っ
た
の
で

は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
農
民

の
時

瀚有で準水%沮料*、
(*は5%水 準で有意

表4相 続に関する身分別比較

農(1738～1785) 士(1786～1858) P値

相続成否(件) 成功(継続) 62 109 <0.0001

失敗(絶家) 14 2

相続形態(件) 生前相続 19 73 <0.0001

死後相続 43 36

相続者性別(人) 男 45 99 0.0021**

女 17 10

相続者年齢(歳) 31.52 28.11 0.0552

被相続者年齢(歳) 58.60 56.66 0.4181

(相続形態・相続成否・相続者はx2検 定、相続者年齢・被相続者年齢はT検 定を用いた

(*は5%水 準で有意、**は1%水 準で有意

期
よ
り
も
郷
士

の
時
期

の
ほ
う
が

一
世
帯
当
た
り
の
人
数
は
増
加
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
世
帯
当
た
り
の
夫
婦
組
数
を

み
る
と
○

・
九
四
組
か
ら

一
・
〇

九
組

へ
と
上
昇
し
て
い
る
。
わ
ず

か
○

・
一
五
の
上
昇
だ
け
で
、
そ

れ
ほ
ど
の
差
は
な
い
よ
う
に
も
思

、兄
る
が
、
検
定
し
て
み
る
と

一
%

水
準
以
下

で
有
意
と
な

っ
た
。
明

ら
か
に
農
民
で
あ

っ
た
時
期
と
、

郷
士
と
な

っ
て
以
降
で
は
異
な
る

の
で
あ
る
。
こ
の

一
世
帯
当
た
り

の
夫
婦
組
数

の
増
加
は
、
先
に
述

べ
た

一
世
帯
当
た
り
の
人
員
数

の

増
加
と
も
関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
。

夫
婦

一
組
当
た
り

の
子
供
の
数
を
、
農
民

の
時

期
と
武
士

の
時
期
を
比
較
し
て
み
る
と
、
前
者
は

三

・
六
三
人
、
後
者
は
三

・
一
五
人
と
な

っ
た
。

こ
こ
で
夫
婦

一
組
当
た
り

の
子
供
数
を
計
算
す
る

に
あ
た

っ
て
は
、
完
全
家
族

(妻
が
三
〇
歳
以
下

で
結
婚
し
出
産
可
能
年
齢
で
あ
る
五
〇
歳
ま
で
そ
の

結
婚
が
継
続
し
た
夫
婦
)
を
対
象
と
し
た
。

こ
の

計
算
結
果

に
よ
れ
ば
、
郷
士
と
な

っ
て
以
降
は
夫

婦

一
組
当
た
り
の
子
供
数
は
○

・
五
人

の
減
少
で

あ
る
。
女
性

の
初
婚
年
齢

の
上
昇
と
関
連
す
る
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、
統
計
的
に
は
有
意
な
も
の
で

は
な
い
。

4

身
分
の
変
化
と
相
続

(
10

)

相
続
に
関
わ
る
様
々
な
指
標
を
農
民
で
あ

っ
た

時
期
と
、
郷
士
と
な

っ
た
後

の
も

の
と
を
比
較
検

討
し
た
。
(表
4
)

ま
ず
家

の
継
承
が
成
功
し
た
の
か
失
敗
し
た
の

か
を
み
た
も

の
が
、
相
続
成
否

の
項
目
で
あ
る
。

こ
こ
で
い
う
相
続
失
敗

(絶
家
)
と
い
う

の
は
そ

の
家
の
継
承
者
が
存
在
せ
ず
、
そ
の
家
が
宗
門
改

帳

か
ら
姿
を
消
す
こ
と
を
い
う
。
絶
家

に
は
、
高
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齢
者
な
ど

の
単
身
世
帯
で
そ
の
高
齢
者
が
死
亡
し

て
家
が
消
滅
す
る
場
合
、
筆
頭
者
が
死
亡

し
そ
の

家
族
が
他

の
家
の
同
居
人
と
な

っ
て
家
が
消
滅
す

る
場
合
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し

一
家
を
挙
げ

て
他

村

へ
引
越
し
し
た
場
合

に
は
絶
家
と
は
し
て
い
な

い
。
風
屋
村
で
は
農
民
の
時
期

に
は

一
四
軒

の
絶

家
が
あ

っ
た
。
武
士
と
な

っ
て
か
ら
の
絶
家

は
二

軒
だ
け
で
あ
る
。
絶
家
と
い
う
現
象
も
、
相
続
者

が

い
な
い
と

い
う
相
続
時

の
ひ
と

つ
の
状

況
と
考

え
て
、
全
相
続
状
況
の
う
ち
ど
れ
だ
け
が

相
続
に

失
敗

(絶
家
)
し
た
か
と
い
う
、
絶
家
率

を
計
算

し
て
み
た
。
農
民
の
時
期

の
絶
家
率
は

一
八

・
四

%
と
な

っ
た
。
五
回

の
相
続
状
況

の
う
ち

一
回
は

相
続
者
が
な
く
絶
家

に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
、
武
士
の
時
期

の
絶
家
率
は
わ

ず
か

一
・
八
%
と
な
る
。

一
〇
〇
回
の
相
続
状
況

の
う
ち
相
続
に
失
敗
す
る
の
は
二
回
以
下

で
あ
る
。

武
士
と
な

っ
て
以
降
は
絶
家
し
な
く
な
る
、
逆
に

(
11
)

い
え
ぽ
絶
家
を
さ
せ
な

い
よ
う
に
な

っ
た
と
い
・兄

る
で
あ
ろ
う
。

相
続
が
成
功
し
た
事
例

の
う
ち
、
そ
の
相
続
が

筆
頭
者

の
死
亡
に
よ
る
死
後
相
続
な
の
か
、
筆
頭

者

の
隠
居

に
よ
る
生
前
相
続
な
の
か
を
区
別
し
て

集
計
し
た
。
農
民
で
あ

っ
た
時
期

に
は
生
前
相
続

が

一
九
例
、
死
後
相
続
が
四
三
例

で
あ

っ
た
。
農

民
で
あ

っ
た
時
期

の
七
〇
%
は
筆
頭
者

の
死
亡
に

よ
り
相
続
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

武
士
で
あ

っ
た
時
期
は
、
生
前
相
続
が
七
三
例
、

死
後
相
続
が
三
六
例
で
あ

っ
た
。
武
士

で
あ

っ
た

時
期
の
六
七
%

は
筆
頭
者

の
隠
居
に
よ
る
相
続
で

あ
る
。
農
民

の
時
期
と
武
士
の
時
期
を
比
較
し
て

み
る
と
、
生
前
相
続
と
死
後
相
続

の
割
合
は
ほ
ぼ

逆
転
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

相
続
者

の
年
齢
と
被
相
続
者

の
年
齢
を
比
較
し

て
み
る
と
、
相
続
者

の
年
齢
は
三

・
四
歳
若
く
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
被
相
続
者

の
年
齢
も
二

・
○

歳
若
く
な

っ
て
い
る
。
武
士
と
な

っ
た
後

に
は
隠

居

に
よ
る
相
続
が
多
く
な

っ
た
。
こ
の
生
前
相
続

の
増
加
に
よ

っ
て
、
相
続
年
齢

・
被
相
続
年
齢

の

若
年
化
は
当
然
の
結
果

の
よ
う
に
思
え
る
。
し
か

し
統
計
的
検
定
の
結
果
は
有
意
な
差

で
は
な
い
と

で
た
。
特

に
被
相
続
年
齢

の
場
合

に
は
個
々
の
ケ

ー
ス
の
ば
ら

つ
き
が
大
き
く
、
分
散
が
大
き

い
。

つ
ま
り
死
亡
す
る
あ

る
い
は
隠
居
す
る
年
齢
は
、

個
々
の
人
の
身
体
状
況
に
よ

っ
て
大
き
く
異
な

っ

て
お
り
、

一
定

の
死
亡

・
隠
居
年
齢
と
い
う
も
の

(
12

)

が
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
生
前

相
続

の
増
加

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
相
続

・
被
相
続

年
齢

に
は
有
意
な
差
が
で
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。

4

ま

と

め

風
屋
村
を
対
象
に
農
民
か
ら
郷
士

へ
と
身
分
が

変
化
し
た
時
点
を
分
岐
点
と
し
、
農
民
時
代
と
郷

士
時
代
と
の
間
で
人
口
構
造
や
家
族
構
造

に
ど
の

よ
う
な
変
化
が
み
ら
れ
る
か
を
検
証
し
た
。
そ
の

結
果
、
以
下

の
項
目
に
統
計
的
有
意
差
が

み
ら
れ

た
。・

世
帯

の
規
模
が
拡
大
し
、

一
世
帯
当
た
り

の

夫
婦
組
数
も
増
加
し
た
。

・
女
性

の
平
均
初
婚
年
齢
が
上
昇
し
た
。

・
男
女
共
に
有
配
偶
率
が
上
昇
し
た
。

・
離
婚
率
が
低
下
し
た
。

・
生
前
相
続

の
割
合
が
増
加
し
た
。

・
女
性
筆
頭
者
が
減
少
し
た
。

以
上
の
項
目
を
み
る
と
、

い
ず
れ
も

一
定
の
方
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身分の変化と家族構造 ・人口構造の変動

向
性
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
風
屋
村

の

人
々
は
正
式

に
郷
士
と
し
て
認
め
ら
れ
た
こ
と
に

よ

っ
て
、
武
士
的

「家
」
意
識
を
強
く
持

つ
よ
う

に
な
り
、
直
系
家
族
的
志
向

(親
子
同
居
志
向
)

が
強
ま

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の

「家
」
意
識

は
、
自
ら
の
家
族
に
対
し
、

親
夫
婦
と
嗣
子
夫
婦
が
同
居
す
る
直
系
家
族
形
態

を
志
向
さ
せ
た
。
こ
の
結
果
、

一
世
帯
あ

た
り
の

夫
婦
組
数

の
増
加
や
世
帯
規
模

の
拡
大
と

い
う
現

象
と
な

っ
て
表
出
し
た
。
ま
た
、
相
続
形
態
で
は

農
民
時
代
に
よ
く
み
ら
れ
た
死
後
相
続
か
ら
戸
主

の
隠
居

に
よ
る
生
前
相
続

へ
と
変
化
さ
せ
た
。
生

前
相
続

で
は
自
己

の
存
命
中
に
嗣
子
に
戸
主
を
譲

り
渡
し
、
隠
居
と
し
て
戸
主
を
補
佐
す
る
。
生
前

相
続
は
死
後
相
続
に
比
べ
、
前
戸
主
は
生
存
し
て

お
り
、
嗣
子
で
あ
る
戸
主
が
急
死
す
る
な
ど
の
突

発
的
事
態
が
起
こ

っ
て
も
対
応
が
可
能

で
あ
る
。

生
前
相
続
は
よ
り
確
実
に

「家
」
を
存
続

さ
せ
る

た
め
に
選
ば
れ
た
戦
略

で
あ
ろ
う
。

明
治
期

の
日
本

の
離
婚
率
は
非
常

に
高

か

っ
た
。

こ
の
離
婚
率

の
高
さ
は
、
明
治
に
な

っ
て
か
ら

の

現
象

か
、
そ
れ
と
も
近
世

に
由
来
す
る
も

の
か
を

判
断
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

っ
た
。
明
治

の
よ
う

に
全
国
的
な
統
計
と
比
較
し
う
る
よ
う
な
統
計
が

江
戸
時
代

に
は
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
最
近

の
宗
門
改
帳
を
用
い
た
研
究

で
は
、
近
世

の
農
民

の
離
婚
率

は
明
治
初
期
と
同
じ
よ
う
に
高

(
13

)

離
婚
率
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
坪
内
の

研
究

に
よ
れ
ば
、
明
治
期

の
離
婚

で
は
士
族
よ
り

(
14
)

も
農
民
の
離
婚
率

の
ほ
う
が
高

い
と
い
う
。
武
士

に
お
け
る
婚
姻
は
家
格

の
釣
り
合

い
を
考
え
た
上

で
の
家
と
家

の
契
約

の
よ
う
な
も

の
で
あ
り
、
気

が
合
わ
な
い
と
い
っ
た
安
易
な
理
由
で
の
離
縁
は

困
難

で
あ
ろ
う
。
武
士
的

「家
」
意
識
は
、
離
婚

を
阻
止
す
る
要
因
と
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
風
屋
村
に
お
い
て
も
、
農
民

で
あ

っ
た
時
期
は
高
離
婚
率

で
あ

っ
た
が
、
武
士
と
な

っ
て
か
ら
の
離
婚
率
は
急
減
し
た
の
で
あ
る
。
ま

た
風
屋
村

の
有
配
偶
率

の
上
昇
は
、
離
婚

の
減
少

と
表
裏
の
関
係

に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

武
士
の
出
生
力
を
研
究
し
た
村
越
に
よ
る
と
、

宇
和
島
藩

の
武

士
の
平
均
初
婚
年
齢

は
夫
が

二

(
15

)

二

.
○
歳
、
妻
が

一
六

・
○
歳
で
あ

る
。
風
屋
村

の
武
士

の
時
期
の
平
均
初
婚
年
齢
、
男
二
五

・
二

六
歳
、
女

一
九

・
七
五
歳
に
比
べ
る
と
、
宇
和
島

藩

の
武
士
の
初
婚
年
齢
は
男
女
共
に
か
な
り
低
い
。

し
か
も
風
屋
村
で
は
武
士
と
な

っ
て
か
ら
初
婚
年

齢
が
男
女
と
も
に
上
昇
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
本

来

の
武
士
が
早
婚
傾
向

に
あ
る
と
す
れ
ぽ
、
風
屋

(
16

)

村

の
初
婚
年
齢

の
上
昇
は
説
明
が
難
し
い
。

筆
頭
者
が
死
亡
し
た
時
に
、
嗣
子
で
あ
る
男
子

が
幼
少

の
場
合

に
、
そ
の
母
親
が
筆
頭
者
と
な
る

中
継
的
な
女
性
相
続
は
、
農
民
時
代
に
は
か
な
り

存
在
し
た
。
農
民

の
時
期
で
は
、
全
相
続
者

の
お

よ
そ
四
分

の

一
、
二
七

・
七
五
%
が
女
性
相
続
者

で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
郷
士
と
し
て
認
め
ら
れ
た

後

に
、
女
性
相
続

は
八

・
一
八
%

へ
と
急
減
す
る

の
で
あ

る
。
こ
の
女
性
相
続

の
減
少
の

一
部
は
、

武
士
と
な

っ
て
か
ら
の
生
前
相
続

の
増
加
に
も
そ

の
要
因
が
求

め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
風
屋
村

で
は
全
戸
が
郷
士
格
を
得
た
こ
と

に
よ

っ
て
、
村

の
あ
り
方
も
変
え
る
よ
う
に
な

っ

た
。
家
が

〈株
〉
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

風
屋
村

に
残

る
天
保
八
年

(
一
八
三
七
)
正
月

の
日
付
が
あ
る

「相
極

メ
申

一
札
之
事
」
と
い
う

文
書
は
、
村
内
の
田
畑
や
屋
敷
を
外
郷
の
も

の
に

蹣



譲
り
渡
す
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
を
村
内

で
確
認

し
た
文
書

で
あ
る
。
こ
の
文
書

の
中

に
、
当
村
領

内
の
地
所
を
他
郷

・
他
村

へ
売
買
あ

る
い
は
譲
渡

し
な
い
と
い
う
誓
約
に
続
い
て
、
次

の
よ
う
な
文

面
が
あ
る
。

「相
極
申

一
札
之
事
」

一

当
郷
之
義
者

従
往
古
無
年
貢
地

二
而

御
座
候
処

(中
略
)

新
規

二
別
家
株
立
仕
候
而

ハ

田
畑
不
相

応

二
人
家
相
増
候
上

エ
ハ

相
互

二
相
続

行
届
が
た
く
候

一
者
新
規
之
家
敷
株
立
仕

間
敷
候(中

略
)

一
札

仍
而

如
件

天
保

八
歳

(四
二
人
連
署

押
印
省

略
)

丁
酉
正
月
日

新
た
に
別
家
や
株
立
て
を
認
め
る
と
、

田
畑

に

見
合
わ
な
い
よ
う
な
家
数
に
な

っ
て
し
ま

い
、
お

互

い
に
相
続
が
困
難
と
な
る
た
め
、
新
規

の
屋
敷

株
立

て
は
し
な
い
、
と
い
う

の
で
あ
る
。
こ
の
文

書
に
村
中

の
戸
主
が
署
名
捺
印
し
て
い
る
。
農
民

で
あ

っ
た
時
期
は
か
な
り
絶
家
や
分
家
が
み
ら
れ
、

村
の
家
数
も
毎
年

の
よ
う
に
変
動
し
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
風
屋
村
の
全
戸
が
郷
士
と
な

っ
た

一
七
八

六
年
に
四
〇
軒
で
あ

っ
た
家
数
は
、
そ
の
後

一
八

一
二
年
ま
で
の
二
六
年
間
、
ま

っ
た
く
変
化
が
な

い
。
さ
ら
に

一
八

一
二
年
以
降
も
家
数

の
変
化
は

ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

「相
極
申

一

札
之
事
」
と
い
う
文
書
が
作
成
さ
れ
た
天
保
八
年

(
一
八
三
七
)
は
、
風
屋
村

の
家

数
が
過
去
最
高

の
四
三
軒
に
な

っ
た
時
で
あ
る
。
こ
の
後
、
風
屋

村

の
家
数
が
四
三
軒
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
。

家

は
世
代
を
超
え
て
連
続
す
べ
き
も

の
、
と
い

う
意
識
が
強
ま

っ
た
た
め
に
こ
の
よ
う
な
文
書
が

作
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
郷
士
格
を
得
る
こ
と

に
よ
る

「家
」
意
識
の
高
揚
は
、
村
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
家

の
存
続
の
た
め
に
、
分
家
や
新
規
株

立
て
を
制
限
す
る
方
向
に
向
か

っ
た
の
で
あ
る
。

風
屋
村
で
は
農
民
か
ら
武
士

へ
と
い
う
身
分
変

化
が
あ

っ
た
。
身
分
が
変
化
し
た
天
明
六
年
を
境

界
と
し
て
、
農
民
の
時
期
と
武
士
の
時
期

に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
人
口
や
家
族
に
関
わ
る
指
標
を
算
出

し
、
そ
れ
ら
を
比
較
検
討
し
た
。
そ
し
て
農
民
の

時
期
と
武
士

の
時
期
に
変
化
が
み
ら
れ
る
指
標
を

検
定

に
か
け
、
統
計
的
に
有
意
と
な

っ
た
現
象
を

抽
出
し
、
そ
の
原
因
を
考
察
し
て
み
た
。
そ
の
結

果
、
女
性

の
初
婚
年
齢

の
上
昇
を
除
き
、
有
意
差

の
出
た
現
象
は
す
べ
て
武
士
的

「家
」
意
識

の
浸

透
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
考
え

る
こ
と
が

で
き
る
。
風
屋
村
の
人
々
は
郷
士
と
い

う
地
位
を
得
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
「家
」

の
系
譜

の
存
続
を
よ
り
強
く
意
識
し
た
継
承
戦
略
を
と
る

よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

人
口
構
造
や
家
族
形
態
は
、
も
ち
ろ
ん
封
建
的

身
分
の
状
況

の
み
に
よ

っ
て
説
明
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。
そ
の
村
の
気
候
や
地
形
な
ど

の
自
然
条

件
、
さ
ら
に
は
災
害
や
飢
饉
な
ど

の
自
然

の
影
響

も
人
口
構
造
や
家
族
構
造

に
影
響
す
る
で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
村
が
天
領
な
の
か

藩
領
な
の
か
と
い
う
支
配
関
係

に
基
づ
く
社
会
条

件
、
山
村
な

の
か
漁
村
な

の
か
農
村
な

の
か
と
い

う
経
済
的
条
件
な
ど
人
口
現
象

に
密
接
に
関
連

し
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て
い
る
と
思
わ
れ
る
要
因
は
数
多
く
あ
る
。
風
屋

村

の
人
口
分
析

に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
社
会

・

経
済

・
自
然
条
件
と

の
関
係
を
捨
象
し
、
身
分
上

の
変
化
だ
け
で
人
口
構
造

・
家
族
構
造

の
変
化
を

説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
風
屋
村

の
人
口
や
家
族

の
変
化
を
み
た
場
合
、
農

民
か
ら

武
士

へ
と
い
う
身
分

の
変
化
が
、
変
動
の
大
き
な

要
因

の
一
つ
で
あ

っ
た
こ
と
に
は
間
違

い
が
な

い

と
考
え
ら
れ
る
。

注(1
)

元
文
三
年

(
一
七
三
八
)
か
ら
安
政
六
年

(
一
八
五
九
)
ま
で
の
一
二
二
年
度
の
観
察
期
間

中
に
、

一
一
年
度
分
の
資
料
欠
損
年
が
あ
る
。
こ

の
一
一
年
度
の
う
ち
三
年
度
分
は
、
前
後
の
年
度

の
宗
門
帳
が
存
在
す
る
単
年
度
欠
損
で
あ
る
。
残

る
八
年
度
分
の
う
ち
、
二
年
連
続
で
資
料
が
欠
損

し
て
い
る
時
期
が
四
回
あ
る
。
宗
門
改
帳
を
基
礎

資
料
と
し
て
人
口
分
析
を
行
う
場
合
、

こ
れ
ら
資

料
の
欠
損
し
て
い
る
年
度
の
人
口
の
変
動
を
ど
の

よ
う
に
確
定
す
る
か
と
い
う
問
題
が
出

て
く
る
。

風
屋
村
の
宗
門
改
帳
は
現
住
地
主
義
で
記
載
さ
れ

て
い
る
。
村
の
住
民
の
移
動

(転
入
、
転
出
、
出

生
、
死
亡
な
ど
)
は
そ
の
イ
ベ
ン
ト
が
起
こ
っ
た

翌
年
の
宗
門
改
帳
の
当
該
世
帯
の
〆
人
数
の
後
に
、

移
動
の
あ
っ
た
者
の
名
前
と
移
動
理
由
が
添
え
書

き
さ
れ
る
。
こ
の
添
え
書
き
の
記
載
様
式
は
、
観

察
期
間
全
期
間
を
通
し
て
ほ
ぼ
共
通
で
あ
る
。
こ

の
添
え
書
き
か
ら
、
単
年
度
の
資
料
欠
損
が
あ
っ

て
も
転
入

・
婚
姻

・
出
生
は
確
実
に
判
定
で
き
る
。

つ
ま
り
資
料
欠
損
年
の
翌
年
度
の
宗
門
改
帳
に
添

え
書
き
が
あ
れ
ぽ
、
そ
の
転
入

・
婚
姻

・
出
生
は

前
年
度

(資
料
欠
年
度
)
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、

添
え
書
き
が
な
け
れ
ば
前
々
年
度

(資
料
欠
年
の

前
年
度
)
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

資
料
欠
年
が
単
年
度
で
あ
る
場
合
、
転
入

・
出

生

・
婚
姻
な
ど
の
人
口
増
加
分
に
つ
い
て
は
そ
の

発
生
年
度

・
発
生
事
由
と
も
判
定
は
容
易
で
あ
る
。

し
か
し
転
出

・
死
亡
な
ど
の
減
少
分
に
つ
い
て
み

る
と
、
そ
の
減
少
の
発
生
年
度
は
添
え
書
き
の
有

無
に
よ
っ
て
判
断
で
き
る
が
、
そ
の
理
由
は
判
定

で
き
な
い
も
の
が
多
く
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

資
料
欠
年
が
単
年
度
で
あ
る
場
合
、
増
加

・
減
少

と
も
に
添
え
書
き
の
有
無
に
よ
っ
て
そ
の
発
生
年

度
は
確
定
で
き
る
。

資
料
欠
年
が
二
年
度
に
わ
た
る
場
合

は
、
増

加

・
減
少
の
発
生
年
度
や
発
生
事
由
の
決
定
は
、

単
年
度
の
欠
損
の
場
合
よ
り
も
困
難
に
な
る
。
上

記
の
よ
う
に
風
屋
村
の
よ
う
な
記
載
様
式
の
宗
門

改
帳
で
は
、
添
え
書
き
の
有
無
に
よ
っ
て
前
年

・

前
々
年
ま
で
の
増
加

・
減
少
が
確
定
で
き
る
。
し

か
し
資
料
欠
損
が
二
年
度
連
続
し
た
場
合
、
添
え

書
き
が
あ
る
も
の
は
前
年
度
の
変
動
と
判
定
で
き

る
が
、
添
え
書
き
が
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

前
々
年
の
発
生
な
の
か
、
三
年
前
の
発
生
な
の
か

を
確
定
す
る
こ
と
が
困
難
に
な

っ
て
し
ま
う
。

宗
門
改
帳
は
代
官
所
な
ど
に
提
出
す
る
正
本
と
、

村
に
残
し
て
お
く
副
本

(控
)
の
二
冊
が
作
成
さ

れ
る
。
現
在
わ
れ
わ
れ
が
利
用
す
る
宗
門
改
帳
の

ほ
と
ん
ど
は
村
に
残
さ
れ
た
控
で
あ
る
。
風
屋
村

も
同
様
に
控
本
を
利
用
し
て
い
る
。
村
に
残
さ
れ

た
控
を
詳
細
に
み
る
と
、
そ
の
翌
年
度
の
宗
門
改

帳
の
作
成
の
参
考
の
た
め
に
付
箋
が
貼
っ
て
あ

っ

た
り
、
書
き
込
み
が
さ
れ
て
い
た
り
す
る
。
二
年

度
に
わ
た
る
資
料
欠
損
を
補
う
た
め
に
、
宗
門
改

帳
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
ら
付

箋
や
書
き
込
み
に
よ
っ
て
二
年
度
に
わ
た
る
欠
損

期
間
に
発
生
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
い
く
ら
か
を
埋
め

る
こ
と
が
で
き
た
。
単
年
度
欠
損
、
二
年
度
欠
損
、

い
ず
れ
に
つ
い
て
も
入
村
や
出
生
な
ど
の
増
加
分

に
つ
い
て
は
発
生
年
度

・
発
生
事
由
の
判
定
は
容

易
で
あ

っ
た
が
、
他
出
や
死
亡
な
ど
の
減
少
分
に
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つ
い
て
は
発
生
事
由
が
わ
か
ら
な
い
も

の
が
存
在

す
る
。
こ
れ
ら
は
不
明
者
と
し
て
取
り
扱
っ
た
。

(2
)

速
水

融

『近
世
農
村
の
歴
史
人

口
学
的
研

究
』
東
洋
経
済
新
報
社
、

一
九
七
三
、
七
頁

(3
)

宗
門
改
帳
は

一
般
に
は
毎
年
二
月
ま
た
は
三

月
に
作
成
さ
れ
た
。
風
屋
村
の
場
合
、
毎
年
三
月

に
作
成
さ
れ
て
い
る
。
風
屋
村
の
よ
う
な
現
住
地

主
義
で
記
載
さ
れ
た
宗
門
改
帳
の
場
合
、
各
年
度

の
宗
門
改
帳
は
そ
の
年
度
の
三
月
の
時
点
で
、
そ

の
村
に
居
住
す
る
人
々
の
住
民
名
簿
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。
逆
に
、
三
月
以
降

の
出
生

・

死
亡
、
入
村
や
出
村
な
ど
の
移
動
は
翌
年

の
宗
門

改
帳
を
み
て
み
な
け
れ
ぽ
わ
か
ら
な
い
。
従

っ
て

本
稿
で
は
、
出
生

・
死
亡
な
ど
の
自
然
増
減
、
入

村

・
出
村
な
ど
の
社
会
増
減
な
ど
の
項
目
は
、
観

察
期
間
最
終
年
度
の
一
八
五
九
年
の
前
年
、

一
八

五
八
年
度
ま
で
を
対
象
と
し
て
計
算
し
て
い
る
。

(4
)

宗
門
改
帳
で
出
生
を
扱
う
場
合
、
現
住
地
主

義
で
の
記
載
か
本
籍
地
主
義
で
の
記
載
か
に
か
か

わ
ら
ず
、

一
番
の
問
題
と
な
る
の
は
前
年
度
の
宗

門
改
め
か
ら
当
該
年
度
の
宗
門
改
め
の
問
に
生
ま

れ
、
そ
し
て
死
ん
だ
子
供
は
一
切
記
載

に
現
れ
て

こ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
宗
門
改
帳

に
お
け

る
死
亡
は
、
前
年
度
の
宗
門
改
帳
に
記
載
さ
れ
た

人
が
死
ん
だ
場
合
の
み
記
載
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま

り
前
年

度

の
宗

門
改

め

の
後

に
生

ま

れ

た
子

供

が
次

の
年

度

の
宗

門
改

め
ま

で

に
死
亡

し

た
場

合

は
、

宗

門
改
帳

に
記
載

さ
れ

る

こ
と
が

な

い
。

概

略
的

に

い
え
ぽ

乳
児

死
亡

は
記
載

さ
れ

な

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
従

っ
て
、
宗

門
改

帳

を
も

と

に
し

て
数

え
ら

れ

た
出

生
数

お

よ
び

死
亡
数

は
、

こ
れ

ら
乳
児

死
亡

を
除

い
た
数

で
あ

る
。
厳

密

に

出

生

・
死
亡

を
扱

お

う
と
す

る
な
ら
ば

、
宗

門
改

帳

に
記

載

さ
れ

な

い
乳

児
死

亡

を
何

ら

か

の
方
法

で
補
正

し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

し

か
し

こ

こ
で

は
、
あ

く

ま

で
宗

門
改

帳

に
記
載

さ

れ
た
出

生

と

死

亡

だ
け

を
も

と

に
出

生
率

と

死
亡
率

を
計

算

し

て

い
る
。

(
5
)

速

水

融

『
歴
史

人

口
学

の
世
界

』
岩

波
書

店

、

一
九
九

七
、

=
二
九
頁

(
6
)

速

水

同
前

書
、

一
四
〇
頁

(
7
)

婚

姻

と
離
婚

に

つ
い
て
は
、

風
屋

村
内

で
起

こ

っ
た
も

の
だ
け

を

カ
ゥ

ン
ト
し
た
。

つ
ま
り
村

内

の
も

の
同

士

の
婚
姻

と
、

他
村

か
ら

風
屋

村

に

嫁

入

り

・
婿

入

り
し

て
き

た
も

の
だ
け

を
対
象

と

し

て
い
る
。

一
つ
の
村

を
対

象

と
し

た
人

口
統

計

の
場
合

、

こ

の
村

内

で
発
生

し

た
イ

ベ

ン
ト
だ
け

を

取

り
扱
う

。
近

隣

の
村

へ
嫁

や
婿

に
出

た
場

合

、

彼

ら

を
婚
姻

件
数

に
カ
ウ

ソ
ト
す

れ
ば

、
婚
姻

件

数

を
余

分

に
見
積

も

っ
て
し
ま
う

こ
と

に
な

る
。

離
婚
に
つ
い
て
も
他
村
よ
り
離
縁
に
よ
っ
て
村
に

戻

っ
て
き
た
も
の
は
、
婚
姻
と
同
様
に
他
村
で
発

生
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
の
で
、
離
婚
件
数
に
入
れ
て

い
な
い
。

婚
姻
と
離
婚
を
み
る
場
合
、
も
う

一
点
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
宗
門
改
帳
の

記
載
方
法
か
ら
み
て
、
あ
る
年
度
の
宗
門
改
め
の

後
に
生
ま
れ
、
翌
年
度
の
宗
門
改
め
ま
で
の
間
に

死
亡
し
た
子
供
が
宗
門
改
帳
に
は
現
れ
な
い
こ
と

は
既
に
述
べ
た
。
こ
れ
と
同
様
の
こ
と
が
、
婚
姻

と
離
婚
が

一
年
以
内
に
行
わ
れ
た
場
合
に
も
起
こ

る
。
例
え
ぽ
あ
る
年
度
の
宗
門
改
め
の
後
に
結
婚

し
た
も
の
が
、
翌
年
の
宗
門
改
め
を
待
た
ず
離
縁

し
た
場
合
、
そ
の
婚
姻
と
離
婚
は
宗
門
改
帳
に
は

記
載
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
婚
姻
と
離
婚

は
、
現
実
に
そ
の
村
で
起
こ
っ
た
件
数
よ
り
も
少

な
く
見
積
も
ら
れ
て
い
る
事
は
確
実
で
あ
る
。
さ

ら
に
離
婚
が
婚
姻
後

一
年
以
内
で
最
も
多
く
発
生

す
る
事
を
考
え
る
と
、
宗
門
改
帳
を
も
と
に
計
算

さ
れ
た
離
婚
件
数

・
離
婚
率
は
、
現
実
よ
り
も
か

な
り
低
い
数
値
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

(8
)

男
女
の
初
婚
年
齢
を
算
出
す
る
場
合
、
村
内

で
発
生
し
た
婚
姻
の
夫
と
妻
が
村
内
の
出
身
者
で

あ
り
、
ま
た
婚
姻
ま
で
に
村
外

へ
出
た
こ
と
が
な

け
れ
ば
、
彼
ら
が
初
婚
か
ど
う
か
は
容
易
に
判
定
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身分の変化と家族構造・人口構造の変動

で
き

る
。

し
か

し
、
妻

あ

る

い
は
夫
が

村
外

か

ら

縁
付

い

て
き

た
場
合

に
は
、

そ

の
妻
あ

る
い
は
夫

が
初

婚

で
あ

る

か
ど
う

か

は
判
断

で
き

な

い
。

こ

こ
で

は
前

者

の
条
件

に
合

致

す

る
も

の

(村
内

出

身
者

で
あ

り
、

婚
姻

ま

で

に
村

外

に
出

た

こ
と
が

な

い
も

の
)

だ
け

を
取

上
げ

て
初
婚

年
齢

を
出

し

た
。風

屋
村

の
場

合
、

女
性

な

ど
が
他

村

へ
出

た
と

き
宗

門
改

帳

に

「
(
誰
)
儀

(何
処

)
村

へ
縁

付

参

り
候
」

と

い
う
添

え
書

き
が

書

か
れ

て

い
る
。

ま

た
同
様

の
添

書
き

が
男

性

に
書

か
れ

て

い
る

こ

と
も

あ

る
。

こ

の

「
縁
付

」

と

い
う
記
載

の
か
な

り

の
部
分

は
婚

姻

に
よ

る
も

の
で
あ

ろ
う

。

し

か

し
養

子
縁

組

に
よ

る

「
縁

付
」

と

い
う
可

能
性

も

あ

る
。

「
縁
付

」
が

す

べ

て
婚

姻

で
あ

る
と

は
確

定

で
き

な

い
の

で
あ

る
。

従

っ
て
こ

こ
で
は
縁

付

き

に
よ

る
出

村
者

は
初
婚
年

齢

の
計

算

か
ら
除

外

し

て

い
る
。

(
9
)

速
水
、

前
掲

書

、

一
四

四
-

一
四
五

頁

(
10
)

こ

こ

で
い
う
相

続

と
は
、
宗

門

改
帳

上

で
筆

頭

者
が

交
代

し
た

こ
と
を

い
う

。
宗

門
改
帳

上

で

の
筆
頭

者
が

家

を
代

表
す

る
者

、
戸

主

で
あ

っ
た

か
ど

う

か
は
議
論

の
余

地

は
あ

る

で
あ

ろ
う
。

ま

た
宗

門
改
帳

上

の
筆

頭
者

に
誰

を
記
載

し

た

か
は

地

域

に

よ

っ
て
異
な

る

か
も

し
れ
な

い
。
風

屋
村

の
場
合

に
は
、
筆

頭
者

が
交

代

し

た
場
合
、

添

え

書

き

に

「
誰

(前

筆

頭

者

名
)

隠

居

仕

候

、

誰

(新

筆

頭

者

名

)
株

立

仕

候
」

あ

る

い

は

「誰

(前

筆

頭
者

名
)

死
去

仕
候
、

誰

(新
筆

頭
者

名

)

株

立
仕

候
」

と
記

さ

れ

て

い
る
。

こ
れ

に
よ
り
風

屋
村

で
は
宗

門
改

帳

の
筆
頭

者
が

家

を
代
表

す

る

戸

主

で
あ

っ
た

と
考

え

て
ほ
ぼ

間

違

い
が

な

い
で

あ

ろ
う

。

(
11
)

郷

士

と

い
う

身
分

を
獲
得

し

て
か
ら
、

絶
家

さ
せ
な

い
よ
う

に
努

力

し

て

い
た
様

子
を
窺

わ

せ

る
事

例

が
あ

る
。

あ

る
子
供

の
な

い
夫

婦
世

帯

の

筆
頭

者
が

死

亡

し
、
継

承
者
が

い
な
く

な

っ
た
。

翌
年

こ

の
家

に
、
村

内

の
あ

る
家

か
ら
次

男

(
一

〇
歳

)
が

「相

続

人
」

と

し

て
送

り
込

ま
れ

て
く

る
。

し
か

し
、

七
年

後

に
次
男

を

送

り
出

し
た
家

の
長

男
が

死
亡

し
て

し
ま

っ
た
。

そ

こ

で
相
続

人

と

し

て
出

さ

れ

て

い
た
次
男
が

呼

び
戻

さ
れ
、

次

男
が

相
続

人

と
な

っ
て

い
た
家

に
は
、

三
男
が

相

続
人

と

し

て
送

り

こ
ま

れ

て

い
る
。

(12
)

山
本

準

「
奈

良

県

の

一
山
村

に
み

る
家

族

と

そ

の
世

代
交

代
」

(
『
人
間
科

学
』

31
号

、

一
九

八
八
)

(
13
)

山
本

準

「
第

四
章

近

世
-

近
代

移
行

期

の
離

婚

の
実

態

と

そ

の
性

格
」

(前

田

卓

編

『家

族

社

会

学

ノ

ー

ト
』
関

西
大

学

出

版

、

一
九

八

九
)

(14
)

坪
内

良
博

、
坪

内
玲

子

『
離
婚

-
比

較
社

会

学
的

研
究

ー
』

創
文

社
、

一
九

六
〇

、

一
六

八
頁

(
15
)

村

越

一
哲

「
宇

和
島

藩
知

行
取

の
出

生
力

-

一
七

七
〇
～

一
八
六

八
」

(
『人

口
学

研
究

』

一
六

号
、

一
九

九
三

)

(
16
)

本

来

の
武

士

の
早
婚

傾
向

に
対

し
、
十

津

川

郷
風

屋
村

で

は
郷
士

と
な

っ
て
か
ら

、
初
婚

年
齢

が

上
昇

し

て

い
る
。

つ
ま

り
武
士

身

分
と

な

っ
て

晩

婚
化

し

て

い

っ
た

の
で
あ

る
。

風

屋
村

で
は
、

農

民

で
あ

っ
た
時

期

は

か
な
り
高

率

の
離
婚

率

で

あ

っ
た
。

と

こ
ろ
が
郷

士

と
な

っ
て
か
ら

の
離
婚

率

は
急

減
す

る
。

郷
士

と

い
う
身

分

を
得

て

か
ら

離

婚
が

急
減

し

た

の
は
、
農

民

で
あ

っ
た
時

期

の

よ
う

に
安
易

に
結

婚

・
離
婚

を
繰

り
返

す

こ
と
が

な
く
な

っ
た

こ
と

に
よ

る
も

の
で
あ

ろ
う
。

郷
士

と
な

っ
て
以

降
、

農
民

で
あ

っ
た
時
期

の
よ
う

に

安
易

に
離
婚

す

る
こ

と

の
な

い
よ
う
、

配
偶

者

を

慎

重

に
選

ぶ
よ
う

に
な

っ
た

の
で
は

な

い
か
。

こ

の
慎

重

な
配
偶

者

選
択

が
、
離

婚
率

を
低

下

さ

せ

る
こ
と

に
な

り
、

ま

た
結
果

と

し

て
初
婚

年

齢
を

上

昇
さ

せ

た
と
考

え
ら

れ

る

の
で
は

な

い
か
。

219


